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太陽と風、大地、自然の恵みをエネルギーに！

脱原発を実現し、自然エネルギー中心の社会を求める全国署名にご協力を！

脱原発・持続可能で平和な社会をめざして！9月19日（祝）さようなら原発集会に結集を

東日本大震災は、多くの人々の生命やくらし、家や町、職場を奪いました。復旧の先行きは未だ見えていませんが、膨大な課題の解決にむけて、現在も懸命な努力が続けられています。
しかし、福島第1原発における、あってはならない事故による放射能汚染への不安は、まったく解消されていません。1～6号機すべてが｢最悪の事態｣になりかねない状態が続いています(チェルノブイリ事故は1機)。
　日本は国土の１/４が地震危険地域に指定されており、さらに今回のプレート地震によって大きなひずみをもった相模トラフなど各地の海溝地震が懸念されています。世界第1の保有国であるアメリカの原発は104機ですが、北米大陸にはほとんど活断層がありません。日本は、カルフォルニア州に匹敵する面積の中に54機が集中し、しかも1箇所に数機が密集しています。
広島型原爆3発分を1日に核分裂させ、大量の核廃棄物を生み出し続け、暴走させないために冷却し続けなければならない原発は、クリーンエネルギーと正反対のものです。
日本の原発は、巨大企業と自民党政権の利権のために国策として巨額の資金をつぎ込んできたこと、｢安全神話｣はその維持のためにつくられたこと、そして何よりひとたび事故が起これば、人間の手に負えなくなるという現実が、誰の目にも明らかになりました。
産業界の巻き返しで原発再稼動の動きを見せていた各国も、ドイツで原発廃止、イタリアでは国民投票で9割が原発再開反対を意思表示して、再開を断念させました。
　こうした中で原水禁が進めてきた｢核廃絶･脱原発｣や、原発の危険を訴えてきた多くのとりくみが、｢さようなら原発　1000万人アクション｣として動き始めました。
9月に東京で5万人集会を開催し、来年3月11日震災の日までに1000万人署名を集め、日本の政治の舵を｢原発廃止｣に向け、核エネルギー政策から大転換するよう求める運動です。
　フォーラム平和･人権･環境、自治労は、このアクションを全力で取り組むことにしています。
自治労県職労はこうした要請に応え、署名活動を取り組みます。組合員はもとより、管理職も含めて協力いただきますよう要請します。

1000万署名運動の概要
１　署名の名称：｢脱原発を実現し、自然エネルギー中心の社会を求める全国署名（1000万署名）｣
２　呼びかけ団体
「さようなら原発」一千万署名市民の会
３　呼びかけ人
内橋克人　大江健三郎　落合恵子　瀬戸内寂聴
坂本龍一　鎌田慧　澤地久枝　辻井喬　鶴見俊輔
４　署名の趣旨
東京電力福島第一原子力発電所での連続爆発、炉心溶融（メルトダウン）事故によって、海も大気も大地も汚染され、これから被爆者が大量にでることが予想されます。
　わたしたちは、広島、長崎被爆者の問題を未解決のまま、原発の被害者であり、加害者であるという立場にたたされました。
いまの子どもたちばかりか、まだ生まれてこない子どもたちにも、計り知れない悪影響を与えるとの不安に駆られています。人間は核とは共存できないのです。
　父も母もきょうだいも、幼い子たちになにを食べさせ、どこへ避難させるべきか悩んでいます。答えはありません。わたしたちは未来の命のために、自然を傷つけ、エネルギーをあさって浪費する生活を見直し、あらゆる生物と共存する、「持続可能で平和な社会」を希求します。
　まず、原発廃止に向けて政治のカジを切り、核エネルギー政策からの大転換を強く訴え、以下のことを要請します。
５　要請事項
①　原子力発電所の新規計画を中止し、浜岡をはじめとした、既存の原子力発電所の計画的な廃炉を実施することを求めます
②　もっとも危険なプルトニウムを利用する、高速増殖炉「もんじゅ」および核燃料再処理工場を運転せず、廃棄することを求めます
③　省エネルギー・自然エネルギーを中心に据えた、エネルギー政策への転換を早急に始めることを求めます
６　要請先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣
自治体再生に向け頑張る仲間たち⑪
○「自治労いわて（7/20）」より

◇自治労の「力」を実感
　～被災自治体に大きな貢献
　4月11日から展開されてきた自治労復興支援活動が7月10日に終了しました。91日間、自治体職員の負担軽減を目的に、避難所運営をはじめ多種多様な支援活動が行われてきました。全国の仲間による長期にわたる活動は、自治体職員だけではなく地域住民からも大きな信頼を獲得し、自治労の存在感を強く示すものとなりました。活動で示された自治労の「力」を胸に刻み、岩手県本部は今後の取組につなげていきます。全国の仲間に感謝申し上げます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　2万人を超える日本人が一瞬で死んだ出来事など、戦後は一度もありませんでした。人名だけではなく、街が津波に飲み込まれ、積み重ねてきた人々の生活基盤が大きく破壊されました。

　加えて、福島第一原発の事故も加わり、二重三重の苦しみが被災者に襲いかかりました。

　震災以降、沿岸部の自治体職員は、他の自治体の支援も得ながらも不眠不休で業務を遂行していました。業務量は日を追うごとに増え、一人二役どころではなく、疲労は極限に達し、このままでは住民を守る職員が先に倒れてしまうのではないかと思われるほどの状況でした。

　自治労は4月2日の臨時県本部代表者会議において、職員の業務負担の軽減、安全確保を目的とする復興支援活動を提起、4月10日から支援に入りました。

　当初、6月4日までの行動計画は7月10日まで延長され、岩手においては全労連加盟単組である山田町への支援も加わりました。

　全国から支援のために来県した仲間の士気は高く、長期にわたる支援を安定的に継続することを可能なものにしました。

　避難所における被災者との交流では、心温かくなる場面、胸を打たれる場面が数多くありました。また、日々を追うごとに変わっていく住民意識に対し、真摯に向き合い、ともに悩む支援団の姿がありました。

　自治労の復興支援活動は区切りを迎えましたが、復興への長い道のりは始まったばかりです。この長期にわたる行動の中で培った経験を、岩手県本部は今後の運動につなげていきます。

　全国の仲間に心から感謝申し上げます。

◇全国からのご支援に感謝～岩手県本部委員長
　3月11日の地震発生以来、全国の仲間の皆さんから物心両面にわたり心温まるご支援をいただき、心から感謝申し上げます。

　さて、3ヶ月あまりに及ぶ自治労の復興支援活動の結果、宮古市においては、被災者への義援金の交付が県内トップで始まり、仮設住宅への入居も進むなど、復旧から復興へと着実な前進が実感できます。

　また、自治労未加盟の山田町においては、1ヵ月半に及んだ支援活動の結果、徐々に行政機能も回復しつつあります。

　今回の支援活動では、あらためて、広く被災地域に自治労の組織力の高さをアピールする一方で、「安全、安心のまちづくり」の必須条件は、公的サービスを担うマンパワーの確保であることを明らかにしました。

　県本部は、8月7日まで、引き続き宮古市内の避難所の運営を継続中です。

　結びに、被災地の完全復興への道のりは険しく、まだまだ長い時間がかかりますが、各単組のご協力を得ながら、組織の総力を上げて取り組む決意を申し上げ、感謝の言葉といたします。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































